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訪問看護利用者と家族の間でのMRSA伝播および

訪問看護婦・士の感染防止対策の検討

マツモト カズフミ

松本 和史
ホウハシ ナオヒロ

法橋 尚宏
スギシタ チエコ

杉下 知子

目的　訪問看護利用者の家族内でのMRSA （methicillin-resistantStaphylococcus aureus;メチシリン

耐性黄色ブドウ球菌）の伝播状況と訪問看護婦・士のMRSA陽性率を明らかにすることを

目的とした．同時に訪問看護婦・士の手洗い状況について検討した。

方法　本研究の2～5カ月前に実施した先行研究でMRSA陽性であった訪問看護利用者131人を

担当している訪問看護ステーション32機関を対象とした。MRSA陽性者131人の中から同意

の得られた訪問看護利用者15人と同居家族24人の鼻腔からMRSAの分離同定を行った。さ

らに訪問看護利用者と家族からMRSAが検出された症例について，14種類の薬剤を用いて

MRSAの薬剤感受性試験を行い，感受性パターンを比較した。また同意の得られた18機関

の訪問看護婦・士148人の鼻腔から検体採取・MRSAの分離を行うとともに，手洗いに関す

る質問紙調査を行った。

結果　訪問看護利用者の9人（60.0％）が再陽性となり，その同居家族のうち4家族6人が陽性

であった。この訪問看護利用者と家族の保有するMRSAの薬剤感受性パターンを比較した

結果，3家族のMRSAが同一株であると判断でき，MRSAが家族内伝播したと考えられ

た。訪問看護利用者のADL，家族の介護内容・介護時間はMRSAの伝播を左右する要因と

はいえなかった。一方訪問看護婦・士148人のMRSA陽性率は0.7％（1人）であった。手洗

いに関する質問紙調査では，手洗いの実施率は訪問前（22.1％）に比べて訪問後（91.2％），

ケア実施前（37.5％）に比べてケア実施後（93.4％）の方が有意に高かった（P＜0.001）。

また，手洗い方法では，石鹸・ポビドンヨードなどの消毒薬を使った手洗いが最も多く，訪

問看護ステーションでは94.9％，訪問看護利用者宅では91.2％の実施率であり，ステーショ

ンと訪問看護利用者宅の間で手洗い方法に有意な差はみとめられなかった。

考察　MRSA保有する訪問看護利用者の家族は介護内容に関わらずMRSAが伝播する危険が高

いと考えられ，そこから易感染者や地域社会へ蔓延しないように対策する必要があるといえ

る。逆に訪問看護婦・士へMRSAは伝播しにくく，自らが保菌するMRSAが訪問看護利

用者に伝播する可能性は低いが，一方で接する前の手洗いの実施率が低く，訪問看護婦・士

の手指を介した交差感染への対策が不十分であると思われる。
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